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YAMAHA FACTORY RACING TEAM  
IA1class #3 渡辺 祐介選手

そして全てのヤマハライダーを全力で応援しています!!

「カワサキプラザ鳥栖」
3月18日に

グランドオープン!!

〒841-0046
佐賀県鳥栖市真木町1984-1
営業時間:10:00～19:00
定休日:毎週火曜日、第2・第4水曜日

TEL:0942-50-5681

佐賀県唯一のPLAZA店

みなさん
ぜひ遊びに
来てください!!

MXIAライダー
古川 寛が

店長やってま～す!

MXIAライダー
古川 寛が

店長やってま～す!

レース直前、注目ライダーからの一言メッセージ
IA1 #1 山本 鯨選手

ライダーとしてやるべきことはどのレースも同じですが
開幕戦はいつも新鮮だし大きな意味を持つ。

プレシャーもかかるが周りの協力を得て全力を出したい。
IA1 #2 富田俊樹選手

ヤマハ2年目でバイクも熟成出来たし体調もいい。
準備万端。去年勝てたレースだし何も考えず行くだけ!!

IA1 #3 渡辺祐介選手
去年ランキング3位で悔しい思いをした分

オフからマシン、体を100%に仕上げてきた。
去年と同様に激しいレースになると思うが、競り勝てるよう頑張ります。

IA1 #20 古賀太基選手
今年はお世話になったBOSS RACINGのアドバイザーとして会場にいます。

チャンスがあったらレース復帰したいと思ってます。
IA2 #22 森 優介選手

年末に膝を手術して、この１ヶ月集中して乗り込んできた。
プレッシャーはないので伸び伸び走れると思っています。

IA2 #33 那須伊雪選手
IA２クラス2年目。地元での開幕戦だし結果を残して盛り上げたい。

IA2 #43 古賀 翼選手
今年はワクワクしながら乗るのが目標。

気負い過ぎずにめちゃ目立てるようなレースをします。
九州No.1チームMOTION RACINGの応援もよろしくお願いします。

LMX #22 髙原 央選手
息子が主役ですが、去年の最終戦に続きLMXとCX、親子で参戦します。

主人も義弟の秋斗も相変わらず乗ってるし、ほんとにモトクロス大好きな家族。
親子で楽しめて、一緒に全日本に参戦出来る環境をいただいて本当に幸せです!!

注目ライダー直前インタビュー
Team Kawasaki R&D

能塚 智寛選手

カワサキにお帰りなさいな能塚選手です。何年ぶり?
ホンダに移籍したのが2016年ですから6年…ですかね。
デビューのときから地元チームのモトボーイ所属だったよね?
そうですね。
IA2ルーキーでいきなり表彰台に上がったり優勝しちゃったり…。
ところで去年の最終戦、第2ヒートは怪我で走らなかったけど?
ヒート1で足を痛めて。甲の捻挫かなくらいな感じだったんです
けど、検査したら剥離骨折も見つかって…。ステップに1番体重
がかかる場所だから最終戦から1回も乗ってなくて…。バイクに
乗り始めたのが3月で、正直なんとか間に合ったって感じです。
ギリギリだ。去年IA1クラス1年目で今年からカワサキワークスに
移って、シーズンオフにいろいろやることがあったと思うけど…。
そこはカワサキワークスですね。事前に要望は伝えてあったんで
すけど、しっかりとバックアップしてもらえて、タイヤ(ダンロッ
プ)とサス(SHOWA)が同じってのも良かったし、初乗りのときか
らほぼ自分が望んだ仕様に仕上がっていました。
不安はない?
カワサキで1番のポジションですからね。会社を背負うという意
味でもちろんプレッシャーはあります。でも、チームのみんなは
全くそんな雰囲気を出さないし、スタッフ、メカニックがボクに
100%集中してくれる環境なんで、それはすごく嬉しいしやり甲斐
を感じてます。
今年は開幕戦が15分＋1周のトリプルヒート。
スタートから最後までずっと全力出し続けると、3ヒート目とか
めっちゃキツいんですけど、30分フルだと終盤バテる自信しかな
いから、間違いなく自分には合ってますね(笑)。ただ、HSRはコ
ースが長い分周回数は少なくなりますよね。次の周あそこでなん
て組み立ては出来ないだろうし、1周目から全力勝負になると思
う。ラインを変えるのは得意だし、やれると思います!
どんなシーズンを予想していますか?
鯨クン、富田さん、祐介、小方さん…他にも何人かトップ争いを
するライダーはいると思いますけど、この5～6人との勝負になる
と思ってます。みんな手強いけどレースになればわからないし、
とにかく勝ちゃいいんで(笑)。
IA1初優勝…したいよね?
初優勝ももちろん大事ですが、カワサキにとってIA1のタイトル
って、マタセビッチまで遡らないとないんですよね。開幕勝って、
そこから全勝してチャンピオンになるつもりです!!
大きく出たね。
当然です。
ところで今拠点は?
去年までは福岡にいたんですけど、京都の長岡京市ってところに
家族3人で引っ越しました。京都からだと割と近くにいくつもコ
ースがあって、遠征も便利かなって?　ヨーロッパ行ってた時を
思ったら、日本国内はどこにいても一緒ですけどね(笑)。
最後に地元…でいいよね? ファンのみなさんに。
もちろん地元です。え～と、コロナで制約ばっかりなんですが、
そんな中で、いろいろと自分から発信していけるよう準備してま
す。 http://chihiro-notsuka.com/ をぜひ見てください。それと
10月の第6戦は、チャンピオン争いをリードして帰ってくるんで、
それまでボクが何勝してるか、みなさん期待してくださいね!!

「IA１クラスでの優勝と
チャンピオン獲得が目標です!」

IA1 #5IA1 #5   順位  No. ライダー  　 マシン                 Rd.1 SUGO  Rd.2 近畿     Rd.3 SUGO       Rd.4 中国        Rd.5 九州             Rd.6 関東    Total  勝利数
 1位 400 山本 鯨 （H） CRF450RW 1 ／ 1      ／  1 ／ 3 ／ 2       ／  3 ／ 1 ／ 1 6 ／ 1  242 6win
 2位 317 富田 俊樹 （Y） YZ450FM 6 ／ 4  ／  2 ／ 2 ／ 5  ／  1 ／ 4 ／ 3 5 ／ 3  207 1win
 3位 110 渡辺 祐介 （Y） YZ450FM 3 ／ 2  ／  3 ／ 1 ／ 6  ／  14 ／ 3 ／ 2 2 ／ 4  206 1win
 4位 10 小方 誠 （K） KX450F-SR 8 ／ 3  中  5 ／ 7 ／ 4  中  5 ／ 8 ／ 4 3 ／ 2  185
 5位 555 能塚 智寛 （H） CRF450RW 2 ／ 5  ／  4 ／ 5 ／ 3  ／  2 ／ 2 ／ 5 7 ／ dns  181
 6位 44 小島 庸平 （H） CRF450R 9 ／ 7  止  7 ／ 8 ／ 8  止  8 ／ 5 ／ 7 8 ／ 6  152
 7位 155 大塚 豪太 （H） CRF450R 5 ／ 11  ／  9 ／ 6 ／ 10  ／  10 ／ 6 ／ 9 4 ／ 5  151
 8位 166 星野 優位 （Y） YZ450F 4 ／ 14  ／  14 ／ 10 ／ 13  ／  4 ／ 7 ／ 6 1 ／ 13  146 1win
 9位 12 小林 秀真 （S） RM-Z450 10 ／ 9  ／  8 ／ 9 ／ 7  ／  6 ／ 9 ／ 13 9 ／ 7  138
 10位 322 横澤 拓夢 （H） CRF450R 14 ／ 8  ／  13 ／ 12 ／ 14  ／  12 ／ 11 ／ 11 12 ／ 10  108
 11位 793 池谷 優太 （KT） 450SX-F 13 ／ 12  ／  11 ／ 11 ／ 12  ／  11 ／ 20 ／ 14 13 ／ 8  100
 12位 8 星野 裕 （H） CRF450R  ／   ／  10 ／ 16 ／ 11  ／  9 ／ 10 ／ 12 10 ／ 9  96
 13位 982 成田 亮 （H） CRF450R 7 ／ 6  ／  6 ／ 4 ／ 1  ／   ／  ／   ／   87 1win
 14位 38 道脇 右京 （H） CRF450R 12 ／ 13  ／  12 ／ dnf ／ dns  ／  13 ／ 12 ／ 17  ／ 11  72
 15位 27 大石 一斗 （Hu） FC450 15 ／ 15  ／  15 ／ 13 ／ 16  ／  17 ／ 18 ／ 15  ／ 12  68
 16位 74 池本 凌汰 （KT） 450SX-F  ／   ／  20 ／ dnf ／ 15  ／  15 ／ 13 ／ 10 11 ／ 14  64
 17位 19 宗本 駿真 （Y） YZ450F 18 ／ 16  ／  18 ／ 18 ／ 17  ／  18 ／ 15 ／ 16 15 ／ 15  59
 18位 17 道脇 白龍 （H） CRF450R 17 ／ 19  ／  16 ／ 19 ／ 18  ／  16 ／ 14 ／ 18 14 ／ 16  58
 19位 7 安原 志 （K） KX450F 11 ／ 10  ／  dnf ／ 14 ／ 9  ／  dnf ／ 17 ／ dns  ／   49
 20位 922 古賀 太基 （K） KX450F 22 ／ 21  ／  21 ／ 20 ／ 20  ／  7 ／ 失格 ／ 8  ／   37

　　  順位  No. ライダー  　 マシン                 Rd.1 SUGO  Rd.2 近畿     Rd.3 SUGO       Rd.4 中国        Rd.5 九州             Rd.6 関東    Total  勝利数
 1位 1 横山 遙希 （K） KX250F-SR 5 ／ 1  ／  1 ／ 1  ／  1 ／ 1 1 ／ 1  201 7win
 2位 36 大城 魁之輔 （H） CRF250R 7 ／ 3  ／  7 ／ 3  ／  2 ／ 3 2 ／ 3  162
 3位 41 浅井 亮太 （Y） YZ250F 4 ／ 6  ／  4 ／ 2  ／  13 ／ 6 6 ／ 7  135
 4位 39 内田 篤基 （S） RM-Z250 1 ／ 7  中   ／   中  4 ／ 2 3 ／ 2  131 1win
 5位 47 西條 悠人 （K） KX250F 10 ／ 12  ／  3 ／ 4  ／  7 ／ 8 5 ／ 11  121
 6位 31 大倉 由揮 （Y） YZ250F dnf ／ 2  止  2 ／ 5  止  3 ／ 4 19 ／ 29  110
 7位 40 川上 龍司 （Y） YZ250F 3 ／ 5  ／  11 ／ 8  ／  27 ／ 7 10 ／ 10  100
 8位 52 岸 桐我 （Y） YZ250F dnf ／ dnf  ／  5 ／ dns  ／  6 ／ 5 4 ／ 6  90
 9位 60 池田 凌 （S） RM-Z250 14 ／ 11  ／  8 ／ 7  ／  10 ／ 14 16 ／ 8  90
 10位 01 中島 漱也 （Y） YZ250F 8 ／ 20  ／  21 ／ 11  ／  5 ／ 12 9 ／ 4  89
 11位 912 小川 孝平 （K） KX250F 2 ／ 8  ／  6 ／ 14  ／  8 ／ 15  ／   86
 12位 931 平山 力 （K） KX250F 12 ／ 10  ／  17 ／ 9  ／  12 ／ 16 7 ／ 9  86
 13位 42 大木 汰一 （K） KX250F 9 ／ 14  ／  12 ／ 10  ／  9 ／ dnf 14 ／ 5  79
 14位 53 佐々木 麗 （Y） YZ250F 13 ／ 9  ／  29 ／ 17  ／  15 ／ 19 11 ／ 17  56
 15位 35 鈴村 英喜 （H） CRF250R 21 ／ dnf  ／  10 ／ 6  ／  18 ／ 11 18 ／ 18  55
 16位 954 石浦 諒 （H） CRF250R 11 ／ 13  ／  dnf ／ 16  ／  11 ／ 9  ／   55
 17位 46 鴨田 翔 （K） KX250F 16 ／ 4  ／  14 ／ 19  ／  16 ／ 17  ／   51
 18位 54 町田 旺郷 （Y） YZ250F 17 ／ 26  ／  15 ／ 12  ／  14 ／ 13  ／   44
 19位 63 真野 凌輔 （S） RM-Z250 18 ／ 15  ／  24 ／ 20  ／  26 ／ 18 8 ／ 12  40
 20位 58 土屋 元希 （K） KX250F 15 ／ 16  ／  25 ／ 18  ／  17 ／ 26 20 ／ 14  31

2020 IA2クラス STATS（リザルト&ポインントランキング）

2020 IA1クラス STATS（リザルト&ポインントランキング）

新型コロナ感染拡大の影響で異例の8月開幕、全4戦で行われた2020シーズン。IA1クラスは山本が開幕3連勝でシーズン好スタ
ート。渡辺、成田が地元SUGOで、富田が九州で山本の連勝を阻止するも、IA1クラスにのみ初めて採用されたトリプルヒートを含
め、毎戦表彰台圏内で確実にポインントを積み重ねた山本が、最後は有終の美を飾って連覇を達成した。

チャンピオン横山が、開幕SUGOの第１ヒートこそオープニングラップの転倒で5位に甘んじるも、以降はライバルを完全に圧倒。第
6戦関東大会の第１ヒートでは、スタートで大きく出遅れるもほぼ最後部から全員を抜き去る気迫の走りでこちらも連覇を達成した。
IB Openクラスはシーズン3勝をマークした福村が、LMXは川井が史上初の全勝優勝という快挙で初の栄冠に輝いた。

　かつてはモトクロスが盛んな地域
として知られた九州ですが、左のイン
タビューで能塚選手も言っている通
り、ここ数年はやや寂しいと言わざる
を得ない状況。それでもコロナ禍に
耐えて数多くの九州勢が地元大会
にエントリーしています。
　去年に引き続き大きな声を出して
の応援やパドックにライダーを訪ねて
声をかけたりということは NG となっ
ていますが、ライダーたちは常にコー
スサイドのお客さんの気持ちを感じ
取っています。腕や旗を振ったり拍
手を送ったり、心に秘めた熱い気持
ちを地元で気合の入るライダーたち
に送ってください。
　というわけで応援して欲しい地元
ライダーと言えば、IA1クラス2 年目、
ホンダからカワサキワークスに移籍し
た能塚智寛選手（#5）が福岡県小
郡市出身。
　若手中心の IA2 クラスでは、現
在福岡の大学で機械工学を学ぶ森 
優介選手（#22/ ホンダ）が、お隣
菊池市出身。那須伊雪選手
（#33/ヤマハ）は、IB Openクラス
優勝候補の弟那須愛斗選手
（#59/ ヤマハ）と共に宮崎県都城
市からエントリー。IB Open クラスに
は元全日本チャンピオン溝口哲也さ
んの長男溝口寿希也選手（#36/
カワサキ）が全日本デビューを果たし
ています。
　なお地元企業合志技研の開発ラ
イダーとして参戦していた石浦 諒選
手（#16/ ホンダ）は、怪我のため
現在復帰に向けてリハビリ中。代
わって IA1 クラスの大塚豪太選手
（#7/ ホ ン ダ）が、T.E.SPORT 
with GOSHI というコラボチームで
参戦します。
　LMX、IB Open、ジュニアクロス、
特にチャイルドクラスには地元ライ
ダーが大勢出場しています。そんな
中で右の一言コメントに登場してくれ
た LMX クラスの髙原 央選手
（#36/ カワサキ）は、チャイルドクラ
スに長男の髙原琉生選手（#61/
カワサキ）がエントリーしていて、親
子での全日本参戦を果たしています。
　更に IB Open クラスとジュニアク
ロスには沖縄のライダー。IA、IB　
Open には北海道から遠征して来た
ライダーの名前もあります。公式プロ
グラムのエントリーリストには出身地や
チーム名が記載されているので、事
前にしっかりとチェックして、コースサ
イドから地元ライダーへの熱い応援を
ぜひお願いします。

コロナ渦に負けるな !
レースの元気を九州から !!

　新型コロナのパンデミックが日本以上に深刻なヨーロッパ。世界選手権モトクロスはつい先
日2度目のスケジュール変更を発表し、開幕戦を7月に延期。それでも国別対抗戦ネイション
ンズを含め全 20 戦の開催が予定されています。最終戦はインドネシアの２連戦。ここでチャン
ピオンが決まる公算が大きいし、早く取材に行けるようになるといいなぁ。ちなみに左の写真は、
3 月 1 日に地元埼玉の小学校で特別講演を行った山本 鯨選手。校庭でのデモ走行の後、
大勢の子供たちを前に海外で身に付けたコミュニケーション力の大切さを熱弁していました。

「今年は海外取材に行けるかなぁ!?」

JMX & WMX CATCH UPTHE HEROES
2021  4/10-11    Round 1 KYUSYU    No.2302021  4/10-11    Round 1 KYUSYU    No.230


